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レ イヨ ウカク （羚羊角）お よびサ イ カク （犀角）の 水溶性ア ミノ酸成分に つ い て
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　Amino 　 acid 　 compOsition 　 of 　 water ．soluble 　 fraction　 or 　the　horn　 of 　Saiga　tataria　L てNN ．　 was

compared 　with 　that　of 　Rhin   eros 　horn （TABLE 　I）．　 The 　results 　show 　that　they 　are 　of 　similar

amino 　acid　composition ．

　 レ イ ヨ ウ カ ク （羚羊角） は ウ シ 科 （Bovidae ）｝こ属 す る Saiga　tataria　LINN．（サ イ ガ ） の 角で ，中国で は解熱 ・鎮

痛の 目的で使用され ， そ の 作用 は サ イカ ク （犀角） に似てい るが ，清熱解毒の力はサ イ カ ク の 方が強く， 鎮痙熄風 の

効能は レ イ ヨ ウカ ク の 方 が 強 い と され て い る
m ．サ イ カ ク の 解熱 成 分に つ い て は 未だ 明 らか で ない が，各種の 遊離 ア

ミノ 酸が 報告 され て お り3・4）
，

こ れ らは そ の 薬効 と無関係で は な い よ うに 思わ れ る．

　近年，サ イ カ ク の 輸入 が 困 難 と な り，そ の 代替品と して レ イ ヨ ウ カ ク が考えられて お り， そ の ア ミ ノ 酸成分に つ い

て の 報告も見当らない の で ， 両生薬を 比 較す る た め に ア ミ ノ 酸 成分 の 比 較分析を 行 っ た ．そ の 結果 ， 水 溶性成 分の 含

量 に お い て は レ イ ヨ ウカ ク の 方がサ イ カ ク よ り もか な り多い が，そ の 中に 含有 され る 遊離 ア ミ ノ 酸 の 総量 に お い て は

ほ と ん ど変化な く （生薬粉末 lg 中約 2．4mg ），個 々 の ア ミ ノ 酸量 の 比較に お い て も大 きい 差は 認め られ な か っ た

（TABLE 　I），従来， 中国に お い て レ イ ヨ ウ カ ク が サ イ カ ク と同様 な 目的 に 使用 され て い る し，ア ミ ノ 酸成分 の 比較に

お い て もレ イ ヨ ウカ ク は サ イ カ クの 代替品 とし て，使用 し得る もの と考え られ る．な お，ア ミ ノ 酸以外 の 水溶性成分

に つ い て は 後 に 報告 の 予定 で あ る．

実　験　の　部

　実験材料

　 レ イ ヨ ウ カ ク は輸 入 された 市場品 （1980年）をそ の まま粉末 と して使用 し，
サ イ カ ク は局方品の 粉末を 用い た．両

者 と もに 白色 に 近い が，サ イ カ ク 末は わ ず か に 灰黒色を帯び ，
レ イ ヨ ウ カ ク 末は わず か に 黄色 を 帯び る．そ れぞれ に

特臭があり，そ の 臭気は レ イ ヨ ウ カ ク 粉末の 方が や や 強い ．

　乾燥減量

　臼木薬局方中生薬試験法に 記載の 方法に よ り測定 し， レ イ ヨ ウ カ ク 末 で は IO．　21％，サ イ カ ク 末で は 8．26％ であ

っ た．

1）Location ： a ）　1−14　Bunk丿e−machi ，　Nagasaki　852； b）　21
−7　Wada 　1−chome

，
　Suginami−ku，　Toklo　J66、

2）中山医学院編 ・神戸 中医 学 研究会訳 ，

“
漢 方 の 臨床 応用

”

，医 歯薬出版，東京，1979，p．　425．

3）稲垣　勲，種 田奈津子，名市大薬年報，18，57（1970），
4）滝浦　潔，高井　均，日木薬学会88年会講演要旨集，p．222（1968）．
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TABLE 　 I．　 Weights （mg ）of 　Water −soluble 　Amlno 　Acids　in　the

　　　　　Purified　Extract　of　Hom 　Powders （1，000g）

Amino 　 acid Sa旦ga　horn Rhinoceros　horn

Phenylalanine

Tyrosille

I．eucineIsoleucinc

ValineAlanineGlycineProlincGlutamic

　 acid

SerineThreonine

Aspartic　acid

Cystcic　acida
》

Argin｛ne

Histidine

LysineTotal

0．1060

．2220

，0B80

．0480

．0850

，1360

．1350

．2790
，0820

，21壬

0．0850
．1000

，2880

．1270

．0720

．3352

，402

0，1240

．1480

．1650

．1210

，1820

．1420

．1440

，1840
．0620

，3460

，1580

，ll20

，2400

．0750

．0350

，2012

，439

a） Some 　 of 　 cysteic 　 acid 　 might 　be　lost　in　the　process　 of 　purification
　 of 　 the　extract ．

　水製エ キ ス 量

　 同 上 生薬試験法中 の エ キ ス 定量法に 従 っ て，乾燥 レ イ ゴ ウ カ ク末 よ り 5．90％， 乾燥サ イ カ ク 末 よ り 1，23弩 の 水製

エ キ ス を 得た．生薬粉末 を 105°

で 乾燥中着色が見られ ，

一
部で は 熱に よ る変質 が 予想 され た の で ， 未乾燥粉末 2g

に つ い て 同 様 に 水 製 エ キ ス を 作 り，得 られた エ キ ス を 減圧下 （10　mmHg ）50°で 5 時間乾燥 し て 定量 し，レ イ ヨ ウ カ

ク末 よ り 5，63％，
サ イ カ ク 末よ り 1．27％ の 水製 エ キ ス を 得た．前項記載 の 乾燥減量 を そ れぞれ差引い て 計算す る と

6．27％ お よ び L38 ％ と な る ．

　水製 エ キ ス の 精製

　 レ イ ヨ ウカ ク末 （未乾燥） よ り得 た 水製 エ キ ス 64．5mg を 水 10m1 に 溶解 し，ア ン パ ー
ラ イ ト IR・120（湿潤品，

10　ml ） の カ ラ ム に 注 ぎ，100　ml の 水 で 洗 う，5弩 ア ン モ ニ ア 水 で 樹脂中 の ア ミ ノ 酸 を溶出 し，減圧 濃縮 ， 乾燥 して

精製 エ キ ス 8．5mg を得た．サ イ カ ク 末 エ キ ス も同様に 処理 し，
13．1mg か ら精製 エ キ ス 6．　O　mg を得た，試料粉

末 に 対 す る精製 エ キ ス の 収率 ： O、　74％（レ イ ヨ ウ カ ク） お よ び 0．58％（サ イ カ ク ），

　ア ミ ノ酸分析機に よ る 遊離ア ミノ酸 の 定量

　日木霊子社製分析機 （JLC・6　AH ）を 用 い ，前記精製 P キ ス 中の 遊離 ア ミ ノ 酸を定量 し， ア ミ ノ 酸標準試料 と比較

す る こ とに よ っ て TABLE　I に 示す 結果 を 得た．本装置なら び に 定量条件 の 概要は 次 の とお り ：two 　column 方式で ，

カ ラ ム サ イ ズ 8 φ× 150mm お よ び 8 φ× 300　mm
，
　JEoL　Resin　LcR −2 お よ び ク エ ン 酸ナ ト リ ウ ム 緩衝液，塩基性

ア ミ ノ 酸 （短 カ ラ ム ） に は pH 　5・28， 中性
・
酸性 ア ミ ノ 酸 （長 カ ラ ム ）に は pH 　4・25 お よび 3．25を 俥用 ， 温度

52°， 時間 6hr， ニ ン ヒ ド リ ン 発色温度 95°

．
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